このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、保 SE 書と共 
に大切に保管しておいてください。 

♦取扱説巧書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


参安全のために必ずお守りください…‘ 

♦使用する場所 . 

♦各部のなまえ . 

•使用前の準備 

ストーブを取り出す . 

燃料 . 

給油のしかた . 

•使いかた 

点乂のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消乂のしかた . 

巧震自動消火装置 . 

♦点検.手入れ . 

♦故障-異常の見分けかたと処置方法- 

♦部品交換のしかた . 

♦保管（長期間使用しない場合） • 

♦廃棄ずるとを . 

•仕様 . 
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•アフターサービス 


.裏表紙 




龍 




0—0 


A 危険 



ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 

KEROSENE ONLY 


A 警告 

-― ' - —、 

爲 

換気が夏 

1時間に1〜2回 
r 寝え とき 消义1 
雨■通—帝消义 j 

A 注意 

変質した待ち越し紙由 
使巧厳禁 


株式会社 


型 

式 


RS-23 


7—ル エス 


自然通気お 
開放式石油ス 

が日本工業規巧品 



TOYOTOMI 

卜3スト■ス 

取扱説明書 


贤かた， お手人れ•馨 


W08-1 


7443000902 





























亥;壬のにの I し必ずお守リにでい 


>お使いになる乂や他の人への危喜と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、おずお守りいた 
だくことを説明しています。 

>ここに示した表示は、誤った使いかたをしたと击に生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 

A nAMQrn '^ 1 この表示を無視して、誤った取撮いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 

ム丘 I) 巧 、 uMiMocru たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容をおしています。 

A ^^ r \ A / APMIMP ^ この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、 

言口、 vv /\ ni \ m\iu ノまたは火 がの可能性が想定される内容をおしてし、ます。 

A ご胃 f 。 A I ITIHM 、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性や物的損 

思し MU I IUIM ； I 害の発 生が想定される内容を示してしほず。 

>お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


0(1)(D® 

この絵表示は、 r 禁止 J さ 
れている内容です。 

0© 

この絵表示は、がずして 
いただく「指示」内容です。 


A 


この絵表示は、「ま意」して 
いただく内容です。 


♦説明文中の r お願い」事頂は、本機を誤りなく正しくお 
使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 (DANGER) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソリ ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でち、乂災の原因になります。 



B 涵 ■O il 


么警告 (WARNING) 


換每ぶ、琴 J 

■ 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中妻になるおそれびあります。 
•使用中は必ず1時間に1〜2回り〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないで<ださい。 

I ★文プ生厳禁 I 

スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で吿の圧力び上び0、爆発し、を陵です。 

み^テン、可燃物近接厳襄 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは、使用しないでください。 

ストーブの前に巧燃顿を置かないでください。 

ストーブの熱気で着乂して、火災の原因になります。__ _ ^ 

酵類-を乾'福禁 I 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下し、火災の原因になります。 








女寝るとを消乂 I 


瘦るとさやが出ずるとをは、必ず消火し、火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 



給油時消义 I 


給油は、必ず消火し、ストーブの温度び巧分に下びつてからおこなってくださし、。 
义災の原因になります。 


働 



★可燃性ガス巧巧厳 禁1 . 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するをの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー）や、スプレーを使巧しないでください。 

火がや故障の原因になります。 

みをかん由を雲■旧 

やかんなどをのせないで<ださレ。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ 
0ます。 


















A 警告 (WARNING) 


[★居室內給油禁正！ 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 
火災のおそれびあ0ます。 


[★変質な油禁止 I 

変質'な油（持ち越した丹油など）、不純な巧（口油 U (外の油-水-ごみが混入した灯油など）を使用しな 
いで <ださし、。 

異常燃焼や故障（しんび下びらない、点义できない、义び消えない)の原因になりまず。 


1 ★燃焼中移動禁 ly 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂災になるおそれびあります。 



I ★移動-運搬ずるとさのま意 I 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ス1 -ーブの溫度が充分に下びってから、油タンクを取0出 
し、傾けないよラに静かに移動して<ださい。 

•修理•引越しなどで、ストープを運搬される場合は、電池ケースか5乾電池を取りはずして、油タン 
クを取り出し、油受けざらの灯油を必ず巧いてください。 

運搬の途中にな油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 


I ★異常時使用禁止 I 

におい、すずの発生、炎の色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください。 
緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消火して<ださい。 


颇 


。〇。 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 I 


燃焼筒のが筒（ガラス）び夕けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれがあります。 


[^正常 燃焼の確認] 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上びりすぎた0、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 


I ★高温部接触禁止] 

燃焼中や消火直撥は、高温部、天板（ス I -ーブの上面）やガードに手など舟れないよラ 
ま意してください。 

やけどのおそれびお0ます。 


I ★ふく射熱に長時間あたら_ない！ 

ス I -ーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおテ 
れびあ0ます。 

とくに、幼いおモ様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖鼠こは充分に注意してくださし、。 



を I き写りの陈去] 

反射板、置台、製品内部のほこりをとさどさ除去してください。 

前板の下から燃焼巧空気を吸い込みまずので、紙、ビニ~ルなどを入れないよラにミ主意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や义がの原因になります。 


み巧震自動;学火装置の作動確認 I 

使用開始時と、使用中は1窗月に！回な上、対震自動消火装置を作動させて確実に消义ずることを確か 
めて < ださい。 

確実に消义しないとさは使用しないで、すぐに修理してください。 


申瑪れを険 I 

•給油ロロ金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給;'由ロロ金を斜めに締めた D すると、簡単に給油口□金びはずれて、火災の原因になりまず。 
•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 



〇 

確認 


A 注意に AUTI0N) 


01^ 01^ 0| 0| 音® I 么 I 












で连:のにの I し必ず’むゴリ、 7 


A ま意に AUTION) 


I 女純正部品 の使用 

l 7 んなと’の部品は、必ずトヨストープ純正部品（指定された部品）を使巧してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでな<、故障や予想しない事故び発生するお 
それびあ0まず。 

两涵槪 是面禁止 I 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで<ださい。 

不完全な修理や改造は危険でず。燃焼筒がずれていると、異常燃焼やずす、油煙の発生原因になりまず。 
— * -- ，… —■ . . - — . _ _ _ 一 

「★触媒、_脱臭 フィルター使巧 禁止 I 

巿販の触媒や脱臭フイルターをス I ^ープに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでくださし、。 
異常燃焼や火災の原因にな D ます。 


I ★お子様やお年寄りのご使巧にま意1 

お子様やお年寄り、体の不自由な方がお使いになる攝合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部へ 
の接触によるやけど、低漏やけどや脱水症巧などについて周囲の人び充分に注意してください。 

I み案誓時にして卓をお^と I 

• 長期間使用しないとき効ま保管するときは、必ずな油を巧いて、蜜池ケースから乾垂池を取りはずしてくださし、。 
傾けた0、横倒しの状態では保管しないでください。 

火がのおそれびあ0ます。 

• しんの手入れ（から焼きク U - ニング）は、風びあたる場所ではおこなじないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 

皮庶棄亏之と哥 

ス I ''ーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら巧の好油を抜さ取り、電池ケースから乾電 
池を取りはずしてください。 （14 ページ参照） 

な油や乾電池び入つたまま廃棄ずるとリサイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあ D ます。 


I ★次の場所では使用しない] 

火災や予想でをない事故や故隋の原因にな0ます。 

(*水卒をない場所、不安定な場戸む） 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで 
<ださい。 

対震自動消义装置び誤作動することびあ0ます。 

• しつかりしたじよラぶな床面で使用してください。 

♦移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでくださ 
し)。転落したり、火がになるおそれがあります。 

(履がなどス t ブび囲われ急塌新） 

• 瞩炉や押入れに入れての使用など、特殊な使い方をしな 
いで <ださい。 

火災の原因になります。 

(1 芒序ゃ湿颠をて、場新） 

•粉類や繊維を取掀ラ場所や温室-養鶏場など、塵やほこ 
りのをい場所では使用しないでください。 

燃焼用空気（酸素）を取り入れる箇所び目づまり状態に 
なり、異常燃焼を起こすおそれがあります。 

(]晶皇^育室な与‘少马いない場^ 

• 使巧環境の変化で、予測しない事故が発生するおそれが 
あります。 


風のあたる場所、部屋の出入口、屋が' 


〇 

指お 

分解禁止 

0 

使用禁止 

4 

〇 

指示 

〇 

指示 

0 


• 風の技たる場巧や屋外では使用しないで< イを用禁 ib 
ださい。炎び出て危険です。掃除機の排気 
び当たらないよラを意して<ださい。 

• 部屋の出入□など人の通る場巧、人びぶつかったりつ 
まず<場所で使巧すると、転倒して事故や火災び起を 
るおそれがあ0ます。 

C を商唾婉却お啼 

• 落下物により火災び起きるおそれびあります。 
(直射日光のあたる 福 巧、—-温-度最高ぃ丽） 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

•油タンクのむ油があふれ出て火災のおそれびあります。 

(可燃 性方ス の発 生ず急塌 巧、赢丽塌所"） 

• 爆発や乂災の原因になります。 

健•美春属、クリー ニング店などスプレ^な晕 使ぅ贏む 

•化学囊品がストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生により金属.鏡.ガラスなどを傷める 
原因となります。 


職 IK 本壁、含板^_苗、すま夕と‘）との單離を離却 

•ストーブから可燃物との距離は、を図の指定政上の距離を保つよラ 
にして < ださし、。 

•ストーブ上方の棚などとの距雜は必ず1 m じ Ui あけてください。 
•上ちの棚などからの落下物びないよラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具などからはち図の指定切上の距離をとってください。 

(熱で変あや変色、自然発火することびあ0ます。） 










構造図 


点乂装巧カバー 


点火 ヒーター 


しん調節器 




ほさな火 ヒーター 

商面〕ード11027112 
お巧1531003014 

点义装垣 


しん保持筒 


油タンク 
にぼれまを付） 


外簡 

(ガラス) 


心 


燃焼筒 I 
燃焼筒つまみ 


隊編 


トヨ耐熱しん 
第に9種 


しん調節器 
バッキン 

しん案内筒 
油受けざ6ィ 



ガイドピン 


啓給油□□金 


ミを受け 


巧霞自動ミ肖乂装置 




/ハンドルジク\ \ 

感巧部/ - \レンケツパン 

-ご注意- 

耐熱しんに、な油の燃えかず（夕ール）びを量に付着しまずと、しんが下がらなくなったり点义しにくくなったり 
しまず。14ぺージ[しんの手入れをする]を参照して、しんのから焼をク U - ニングをしてください。 




各部のなまえ 


I ★効果的に 使用すををめ日 

• 外気に接する窓の下や壁面など、冷気の入ってくる場所にス I -ーブを置<と、;令気がス I -ーブで 
暖められて上昇対流しますので、お部屋の温度のムラびかなくな0、効果的な暖房びでさます。 
(ただし、部屋の出入口や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそ规こは置かなしでくださし、。) 
• お部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラびよ D かなくなり、 
効果的に暖房びでさます。（このときストーブには直接風をあてないでください。） 


使用ずる場所 


女灯油の廃棄 I • 灯油の廃棄処分は、灯油をお買上げになった販売店にごネ目談ください。 


お願い （NOT に口 
















便用前の準備 


ス I ^ーブを取り出ず 


包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになつ 
たうえで、包装箱から包装材を取り除さ、製品を傷 
付けないように取り出してくださし、。 

-お願い- X 

包装がは可燃物でずから、必ず取り除いてください。 


燃焼筒を納めている包装巧を取り除さ、燃焼筒を取 
0出して < ださい。 

•包装材の巧に指を入れ、内側に巧りなげてある部 
分（凹部）を引さ出し、包装材を下へ下げて、燃焼 
筒を取り出してください。 




蒙)燃料は灯油 （ J 旧1号な油）をおず使用してください。 
み)変費な油、不純な油は絶対に使用しないでください。 


1 ★ガソリン使用禁止1 

AfralJS ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないで<ださい。 

、 . I . n- ■ __ ■ . •> « _ . 


み室の混入でち、乂災の原因になりまず。 




•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとき 
はあわてずに、緊急消火ボタンを押して消火してください。 
•変質灯油(持ち越した巧油など)、不純灯油(の油ながの油-水. 
ごみび混入した灯油など）は、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•市販されている巧燃剤(添加剤）は使巧しなしでくださし、。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使巧燃料をつけて息を吹をかけます ' 
(火の気 のない所でおこなってください。)_ 

〇灯油 1 X ガソリン 


(♦) 灯油の保管のしかた 

•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

•な油の容器は専用のされいな容器を 
使用してください。また灯油容器は ^ 

必ず J 旧認定品で色つさの灯油専用 ^ 

容器を使用してください。 

• 口油の容器巧の打油び少ないと溫度変化に 严。 1— 

ぶ0結露して水びたまることびあ0ます。 

• ドラム出などで、長期間大量に保管し 
ないで < ださい。 1 I 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 


0 


濡れたままです。 すぐに乾しでしまいます C 


乂気饭禁 


良い保管 悪い保管 

直射日光、雨水び当た5ず、直射曰光、雨かの当たるベ 
火気のない冷暗所へ保营 ランタなど、室列の保管 


A ひ 0 



( 変費灯油とは） 

•古い打油。（ひと夏持ち趟した阿油） 
•長期間、曰光の当たる場巧や、温度の 
高い場所に保管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色味をおびた0、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてください。 


0 



0 


不純な油とは） 

な巧 iU 外の油（ガソ U ン、シンナー、天 





5 









燃焼筒をセツトずる 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトしてくださ 

い。 'iiil , 


乾電池を取り付ける 


I 乾電池は別売です。 

I 市版の単一形乾電池 （2 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、 ©0 を正しく合わせて入れてください。 


りりり 


2 燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒が正 
しくセツトされているか確かめて<ださい。 


I 


3 ガ-ドを、をとの位置に閉じてください C 


’新しぃ乾電池と古ぃ乾電池、種類の違う乾電池を混ぜて 
使用しますと、点火でをなかった0、点义しにく <なっ 
たり、液漏れや破裂する原因になりまず。 

- -お願い- N 

製品の輸送中に生じたが筒(ガラス)の破損、燃焼筒の変 
お、ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてください。 


変質灯油 • 不純巧油の見分けかた コップに水を入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。 


かと同じ無色透明なら正常。 



少しでも色びついていた5使用しない。•変質な油や不純巧油の見分けかた 

__ はたいへん難しいので、メーカー 

广 のはっきりしない灯ミ由は使用しな 
，ゾ|\ I いでくださし、。 


0 

使用禁止 


変質な油や不純な油を使用すると 


方一変質な由やす純な油を使ったときの処置のしかた 


I 変質な油や不純巧油を使用しますと、しんにを 
量のタールがたまり、しんの先端び固くなった 
り、点义しにくくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、がび大きくな5なくなったり、激 
しいにおいびしたりします。 

また、逍义時にしんび下びらず义が消えなくな 
ります。， 

•ぶ巧惹5^した口巧を使用しますと、しんび上下 
しにくくなったり、油タンクに'灯油び残ってい 
てちがび小さくなり、異常燃焼を起こして激し 
いにおいびした0、火び消えたりします。 
•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび 
混入した丹油を使用しますと、乂がの原因にな 
ります。 



油タンクや油受けざら内の悪い灯油を抜を取 
り、良質の'丹油で內部を2〜3回洗浄してから 
良質の灯油に入れ替えてください。（態い打油 
が残っていると再発します。） 

14ページ I しんの手入れをずる！を見て、しん 
の先端の固<なっている部分を、ラジオペン 
チなどで軽くつぶしてから、から焼きクリー 
ニングをおこなってください。（水びを量に混 
入した場合は、しんを取り替えてください。） 

しんの手入れをおこなってを効果のないとを 
や、水びを量にミ昆入している場合は、しんを 
取 D 替えて < ださし、。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせく 
ださい。 


-お願い-^- 

変質な油や不純:0油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となります。 











1 た化!刖 W 竿 1 旧 


•ストーブを使用ずるとさは、とさどき油量計を見て、灯油びあるかどラか確認し、灯油びなくなる前に給油してください C 
■給;由のめやすは、打油び油量計の下部（ち図参照）まで減りましたら消火して、給油してください。 

I 油量計 


巧油 
の位置 


1油タンクを取り出ず。 ，，1,1> 給迪ロ ノ . 

•油タンクを取り出し、給油 □ □ / J^L 

金を、左「〇」に回して取り A P 巧^^ ^ 

はずしてくださぃ。 T ; - - グ 

•給油ロロ金を取りはずす前に、 m / f 倫 

先端の弁部を押すと、給油ロロ I ! 

盡び開けやずくなります。 二 p I 

2油量計を見ながら給油ずる。 1 

•市版の給油ポンプの先端をジャバラの手前まで善し&んで、油量計を見なびら 
給油してください。（ホースび抜けないようにミま意しなびら給油してください。） 
•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の和給油位置）まで給ミ由してください。 

入れ過ざますと、あふれ出ることがあ0ますので巧分にま意してください。 

/-お願い-- — ^V 

•油タンクの中にあるにぼれま掛の弁が、給ミ由口の近くまで上びって 
いるとさは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある「こぼれまを」は、給油ロロ金びはずれたときに、 

油漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでくだごい。 

3給油□口金をち「〇」に回して、しっかり締める。 


こぼれまお 
\ み i 



給油□□金 



•油タンクから油び漏れる状態で使用しないでください。 

乂災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油する場创ま、類似している給油□□金び 
あ D ますので、間違えないよラにしてください。 

油び出なくなった D 、 故障の原因になります。 

•丹油容器のふたを、しっかり締めておいてください。 

•「トヨトミ」と刻印びあります。 

4こぼれた打油はよくふを取る。 

•こぼれたな油は必ずきれいにふき取ってください。危険ですし、 

燃焼中に臭気を発をずる原因にちな0ます。 

5油タンクをセットする。 

•油タンクを、本体に正しく、ゆっくりとセットしてくだごい。 

' -お願い- 

オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使巧する場合 

•市販の才ート給ミ由ポンプ（自動停止装置付）のなかには、「こぼれま检」と干渉して、：欠のような不具合が態になり、 
正しく給油でさないちのがあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、すぐに停止してしまラ。 

(処置） •油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 

• ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換ずる。 

2自動停止しない。巧油びあふれてしまラ。 

(の置） • ポンフの取扱説明書にしたびって、固定具の位置を調整する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場をは、直ちに給油を中止し、他の給油ポンプ（手動式ポンプなど）を使用 
して、正しく給油してください。 









給油のしかた 
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1 巧しの 1 に 


電池点义び使えないとを 



巧震自動消义装置のセット 


燃焼筒のセツトを確認ずる 


しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみを「燃焼」のち向（〇)にゆっくり完をに止まるまで回してくだ 
さい（しんび上びります)。 

•しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまう場合は、一旦、しん調節つまみを「緊急 
消火位置」（消乂装置セット）▼巧の方向（グ）へ回してください。 r 緊急消乂位置」 
(消乂装置セット）▼巧まで、回せない場合や硬い場合は、しんにタールびついていま 
す。しんの手入れ（から焼きクリーニング）または、新しいしんと交換してくださし、。 
点火ボタンを巧す。 

•点火ボタンを、ゆっくり押してください。 

(指を滑らせないよラま意してください。） 

火が着いたことを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、手を点火ボタンか6はなしてください。 

•乂び着した後ち点火ボタンを巧したままですと、点义ヒーターび切れることびあります。 
また、乾電池の消耗び早くなります。 

点乂しにくい場合は 

■点火ヒーター巧近から、白い煙が出て点火しないとさは、点火ボタンを少し戻すと 
点火しやすくなります。点乂ヒーターのフィラメントを、しんから1〜 1.5 mm 離 
すのび一番点乂しやすいところです。 （ 13ぺージ参照） 

•点火操作をしたとき、点火ヒーターの赤熱び不充分で点乂しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単~お乾電池2個〕をご購入の弓え、交換して使用してください。 

(6 ページ [ mflDgbSl を参照） 

燃焼筒のセットを確認する。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正し< しん調節器にセ 
ットされているか、しんの上にのっていないかを必ず確かめてください。 

燃焼中に燃焼筒つまみをさわるとさは、ガードび高温になっていますので、指や手 
びガードにふれないよラ注意して < ださい。 


1 しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを r 燃焼 J のち向（〇)にゆっくり完全に止まるまで回してくださ WAK "'" 
し、（しんび上び D ます)。 

2マッチや市販の点火用ライターで点义ずる。 / 

•ガードを開けて、燃焼筒つまホをちか左に動かしてから、持ち上げ、マッチや市販 
の点火用ライターなどを使ってしんに义を着けてください。 

•たばこ用のライターで点火しないでください。 

•マッチで点义した場合は、マッチの燃えかすを、しん付近や器具內に落としたり、置台の上 
に置かないでくださし、。 

事故や义災の原因になりまず。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

•义び着いたことを確認した弓、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒が正しくしん調節器 
にセットされているか、しんの上にのっていないかを必ず確かめてください。 

ガードを閉じて < ださい。 

•マッチや点乂用ライターで点火したとをは、义び着いたことを確認したら、しん調節つまみ 
をかしだけ（点火した火び消えない程度に）消火の方向に動かしてみて、引っかかりびなく 
スムースにしんび下げられることを確認してから、をう一度しんを上げて使用してください。 
しん調節つまみびスムースに動かないとさは、燃焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてか 
ら、点火操作を始めからやり直してください。 


巧火 



し^-,な-;織 

パ© 
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点火のしかた 

•初めてお使いになるときは、点乂後、器具に巧着しているほこりや油び焼け 
るにおいびしますび、しばらくお使いいただければにおいはなくなります。 
•点火後しばらくの間ま、炎び安定せず、怖ッ、ボ义ボッ」と燃赌びします 
び、異常ではありまだん。しばらくすると《び安定し、音がしなくなりまず。 


-お願い- 

使し、始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か目焼きクリ-ニンク’) 
をしたときは、絡臟約1已分む上待って、しんに巧分納了油が吸い 
上げられてか5獻してください。狱に US り上|巧れていないが 
態で点义しまずと、点化-夕-を讀さだたりしんを傷めます。 


•スト—ブの上方や周固、置台の上に、巧類や紙や7ツチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると义巧のおそれびあります。 
•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツトされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜 
3回動かして、スムースに動くことを確認してください。 


しん調節つまみを r 燃焼 J の方向 （ 〇)にゆっくり止まるまで回 
しますと、巧震自動消火装置は自動的にセットされます。巧震自 
動消火装置がセットできない場合は、一旦しん!^節つまみを「緊急 
消义位置|(消义装置セット)▼印の方向（グ）へ回してください。 


使いかた 







1 巧いびに 


炎の調節のしかた 1 

弧 1 

•がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

•しん調節つまみを回してがを調節するときは、^ 

[SP のイラストをよく見て、必ず正常燃焼状態で使用してください。 


正常燃焼のとさのがの長さは、燃焼筒の上部より約 1 〜 3cm でず。 


("■異常 

正 常 

L 異常'"1 
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しんの上げすざ 

(炎び大さ < のびている） 

正常燃焼 

(炎の長さび！〜 3 cm ) 

しんの下げずざ 

(燃焼筒が充分に赤熱しない） 

すすや一酸化炭素び多く発生する 

正常燃焼 

においや一酸化炭素び多<諾生ずる ) 


■炎の大きさは上図のよラに、正常燃焼状態で使用してください。 

•点火後3分程で燃焼筒び祿々にホ熱します。巳分程で燃焼筒全体び赤熱します。 

•点义2〜3分後、がび立上がってをたとさ、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回 
動かしますと、炎び早く安定します。 

•炎び安定した5、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 



な巧 


乂力を弱くする場合の ミ 主意 


•义力を弱くした場合でち、燃焼筒全体び充分に赤熱しており、燃焼筒の中に黄乂び出ない状態で使用してください。 
•あまり火力を弱くしすざるとにおいや一酸化炭素び多く発生し、しんにタールび付着しやすくなります。 

•炎の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの务化によってルさくなってくることびあります。 
しんをいっぱいに上げてち炎び大をくならないとさは、14ぺージ忙んの手入れをずる1の項を参照して、しんの手 
入れをして < ださい。 

•変質口油や不純灯油を使用してしまい、しんに夕一•ルび付着したり、かを含んでしまったとさは、おび大さくならない 


ととちに、しんの上下操作が重くなります。このよラなとさは、14ページ[しんの手入れをずる]の項を参照して、 




' 消乂のしかた 



Ik 


通常の消义の場合 


1 しん調節つまみを、「ニオイ セー ブ消乂位置」♦印まで、ゆつ < りと回ず。 

• しん調節つまみを r 消火」のち向「〇」へ「ニオイセーブ消乂位置 J ♦印までゆ 
つくり止まるまで回してください。（速く回すとにおいび出やすくな0まず。） 

2消乂を確認する。 

•においを少なくするため、3〜己分程燃焼（炎が一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみび r ニオイセーブ消义」参印の位置にあり、义び消えたことを 
必ず確認してください。 


緊急の消乂の場合 


藝緊急消火ボタンを押ず。 

•このときは急速に消乂させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみび r 緊急消火位置」▼酣こあり、火が消えたことを必ず確認してくださし、。 
•緊急消义ボタンを押しても、しんび下げらず消义でさない場合は、しん調節つまみを 
回して、しんを下ばてください。 

それでもしんび下び5ない場合は、油タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしをってください。 
•時間に余裕びない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップ~杯(200の6程度)の水 
をかけて消火してください。_ 

水をかけると水蒸気が出たり、ガラスが割れることがあります。あわててヤケドをしないよ 
うに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで 
油受けざら巧の水の入った巧;'由を抜き、しん交換が必要です。__ 

. んが下がらない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることがあります 
ので、14ページ I 保管(長 期間使 用しな い場合)1を参照し、しんの手入れをおこなラか、 
巧ししんんに交換してください。 
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処置方法 _ 

•13 ぺージの r 点夾ヒーターの交換のしかた I の1〜4項 
を参照して本体を取りは く;万^^二;^ 

ずし、置台と油受けざら 
の隙間（特にしん案内箇① 

下部)のほこり、ごみなど クごて:^^ 4 J --1 

を取り除いてください。 

電気掃除機で吸い取るの 
も効果的です。 ^ 

• しん調節つまみが r 緊急消火位置」▼印に戻らない 
場合は、しん、感震部の項の点検をしてください。 


I P ぶ売店に修理を依頼してください。 


_点お箇所 点お巧曾 _ 

ほこり •反射板や置台にほこりがたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこん 
燃焼用空気 でいませんか。 

取入れ部 [異常燃焼や义災の原因にな0ます] 

(しん案内筒 
下部） 


巧震自動 
消义装置 


I しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆずると、巧震自動消义装置び作動し、そ 
のとさしんび下がり、しん調節つまみび「緊急 
消义位置」▼印の位置に戻りますか。 

[確実に消火することを確認] 


•お買上げの販売店にネ目談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


■油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買 
上げの販売店に修理を依頼してください。 


• こぼれた0、たまったり、にじんだ 
油はきれいにふさ取ってください。 
♦油タンクの給油□□金の、弁部 
などにはさまっているごみなど 
を、取り除いてください。 


* 常に酱理、掃隐をし可燃物をストーブの周囲に置 
かないで < ださし、。 


点検巧宮 

ス I ブの•ストーブの周圃に可燃物や障害物びありませんか。 
周囲_[乂災の原因になります]__ 

油こぼれ ■ミ 由タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこ 
油たまり ぼれたり、たまったり、にじんでいませんか。 

油にじみ [火災の原因になります] 


油漏れ •油漏れはありまはんか。 

__ 〔火災の原因になります]_ 

が筒 •夕けたり、割れたりしていませんか。 

(ガラス） [異常燃焼の原因になります] 


•ストーブを消义し、本体の温度が充分に下びってか6おこなってください。 
•手をけがしないように手袋をはめておこなってください。 

•巧禁自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•必ず乾聖池を、電池ケースか6取りはずしてか5おこなってください。 


点検•手入れのしかた 


点検-手入れ 


•対震自動消义装置は、ストーブ本体び地震（震度約已 J ； Lt ) や強い振動、衝擊を受けたとを、义災などの危険を防ぐた 
めに自動的に消义させる安全装置でず。 

•地震によつて作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、ミ由がこぼれていないかな户 
異常びないことを$||認した後、再点义してください。 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消乂の都度に巧震自動消义装置を作動させますと、臭 
気び発生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ず5したり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを押し 
て巧駕き動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないとさは、対震自動消义装置を作動させて、しんを完全に下げた状態にしておいてくださ 
し、。セットしたまま放置しますと、巧震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛乳.鍋物の煮たを（保溫）などに、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていた D 、 水を含んでいると、しんの上下操作が重くなり、対霞自動消火装置び作 
動してを消乂性能び普しく悪くな0、火災の原因にな0ます。 


対震自動消乂装置 


臟筒れをスないうちにしんを上げると、まガスび発生し、激しい臭気びでたり、点义しないことがあります。 


消义後、約5分間は再点火しないでください。 


消乂後再点乂ずるときの注意 


使いかた i お手入れ . 

I LP- 













な快，モ人む 


点検•手入れのしかた 


2箇月に1回 1 U 上 


点検茵所 
乾電池 

点 义 

ヒーター 


燃焼筒 


感誤部 


点検内容 

I 点乂ヒーターのフィラメントは充分赤<なっていますか。 
[乾電池の消耗度を点検]_ 

I 点火しない、あるいは、点火しにくくありませ 
んか。 

[点乂ヒーター-点火ヒーター位置を点検] 


1 - 2^1 
点义ヒーター 

r \ 



巧禁自動消义装置が 
正しく作動しません 



1年に1回切上 


点検箇所 点巧內容 _ 

点火装置 •点火装置の作動はスムースですか。 ' 

[点火不良の原因になります] 

• 点火扉の閉まりは隙間なく確実ですか。 
[異常燃焼の原因にな I 占ルな つ} 

ります] — ^ 



•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着し 
ていませんか。[異常燃焼の原因にな0ます。] 

•しんの先端にタールが巧着して、固くなってい 
ませんか。 

しんに夕ールが付着していると、巧のような 
不具合が発をしまず。 

•消火操作をしてを、しんが下がらず、消火しなし、 
•しん調節つまみの操作が重く、スムースに 
でさない。 

•巧震自動消火装置び自動でセツトされず、 
しんび上びらない。 

•点火操作をしても、点义しない。 

•燃焼筒がホ熱しなかったり、燃焼中ににお 
いがする。 


I 感震部にごみの付着 
や重青はあ D ませんか。 


_ 処置方法 ^ _ 

•赤熱不足の場合は、新しい乾電池に交換してくだ 
さい。 

•点火 ヒーターの フィラメント , 

び変形している場合は、必ず 
電池ケースから乾電池を抜い PPJ / 

てマッチ棒などで、図のよラ-づ jP が/ 

に軽く修正してください。 

•点火ヒーターの位置び悪い場含は13ページ1^^ 
-クー位 置の調節の し雨思 を参照して、調節して 
くださし、。 

•変形がひどいちのや、斷線している攝合は13ページ 

[点义ヒーターの巧換のしかた] を参照して、新し 
_し、点火ヒーターと交換してください。 

•ブラシなどを使って、燃えかずや、ずすを取り除 
さ、されいに掃除してください。 

•タールび付着している場合は、14ぺージ07/^ 
手入れをず奇 に従ってしんの手入れをおこなつ 
て < ださい。 


/-お願い- N 

•しんの手入れは、風があたる場所ではおこな 
わないで < ださし、。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋 

の換気をしてください。 

• しんの手入れをおこなつてち効果のない場合 

は、新しいしんに交換してください。 

V . _/ 

•ごみやほこ0は、やわらかい巧でされいに&きお 
つて < ださし、。 

•鐘び多童に発生している場合は、お賈上げの販売 
店に修理を依頼してください。 


_ 処置方法 

• 点火装置に付着したごみやほこ D は、防請潤淸剤 
( CRC など）をかけてから、をれいな巧で輕<ふを 
取ってください。 

13ぺージ I 点乂ヒーター^^のしかた I の1項か 
ら4項を参照して本体を ^ 

置巳質為?; 神入れ 夕^^ 

•鋪び多し、ものや、巧れび 
取れず作動が悪い場合は 一 

お買上げの販売店に修理て^ I 
を依頼してください。ーノ^ 


定期点検のおすずめ （2 シーズンに1回） 

’長期間ご使用になりまずと、機器の点檢が必要でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、また 
は、修理資格者[佩）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了者(石油 
機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 



• この表じ I 外の不具合びあるとをは、お買上げの販売店にご相談くださし、。 


欣慢-異甫の巧ガロびにと処置万る-修理を依頼される前に- 
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処置方法 


しんの出過ぎ。 

■ 

■ 

〇 

■ 







しんを下げて、がを調節ずる。 


しんの出が少ない。 

日 

日 

■ 

1 

1 




〇 


しんの高さを調節ずる。 

新しいしんと交換ずる。 

し 

ん 

しんにかを含んでいる。文は油受け 
ざ5巧に水が入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しん調節器か6しんをはずしてよく 
乾燥してからしん調節器に取りイ寸け 
る。油愛けさ‘日內①水を抜く。 


しんにタールがついている。 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

〇 

〇 

〇 

1 

しんの手入れをする。または、新し 
いしんと交換ずる。 

油受けざら、油タンク内の打油を正 
常なな油に交換ずる。 


燃焼筒がしんの上にのっている。 

1 

! 

B 

1 

1 

〇 

〇 

1 

1 

1 

点乂してから必ず燃焼筒つまみを持 
つこ左ち1し2〜3回動かず。 

燃 

焼 

燃焼筒の変お。 

1 

1 

B 

1 

1 


1 

1 

1 

1 

燃焼筒が密おしていないかを確かめ 

溯さしてし巧場さは販売店に連格ずる。 

簡 

しん調節器と燃焼筒との間にずき間 
がある。 

1 

1 

S 

1 

1 


1 

1 

1 

1 



が筒（ガラス）にひびや割れがある。 

■ 

■ 

因 

■ 

〇 

〇 

■ 

■ 

■ 

1 

が筒（ガラス）を交換ずる。 

燃 

料 

幻■油が変質している。（汚れた油やポリ 
宮器で1年間持ち越した油など） 

日 

日 

1 


1 

1 

〇 

〇 

〇 

1 

しんにタールがつく原因となるので 
正常な灯油にな換する。 

好油が水やごみを含んでいる。 

〇 

〇 

■ 

■ 

■ 

■ 

〇 

〇 

〇 


正常なな油に交換ずる。 

給 

油 

□ 

i 

給油□□金が間違っている。 

1 

■ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

給油□□金を正しいをのに取り換え 
る。 （7 ぺージを照） 

乾 

乾驅池び消耗している。 

因 

■ 

■ 

! 

■ 

1 

■ 


■ 

■ 

新しい乾電池に交換ずる。 

池 

正しく入れていなし k 

因 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 


■ 


正し <入れ直す。 

点 

乂 

装 

点火装置の作動がスムースでない。ス 
トーブに向かって燃焼筒のち手前方向 
だけ異常にがが高く上がっている。 

1 

1 

S 

1 

1 

1 

1 


1 

1 

点乂装置の点検をする。 

(11 ベージ r 点み装置] 安昭） 

点乂装置のコードがはずれている。 

日 


1 

1 



1 



1 

コードがはずれているとさは正しく差 
し込む。その他は販売店に連結する。 

置 


1 


1 

1 



1 



日 

シヨートしないよラに直ず。 

す明のときは販売店に連絡ずる。 

点 

义 

ヒ 

点义ヒーターのフィラメントの形状 
が正常でない。切れている。 

B 


1 

1 



1 



1 

11 ぺージ 1 点义ヒーター 1 をを昭して TF 
しく直ず。点乂ヒーターを交換ずる。 

1 

夕 

1 

点乂ヒーターの位置が悪い。 

B 


1 

1 



1 



1 

点乂ヒーター位置を正しく直ず。 
(13 ぺージ参照） 

置 

\ 

製品内部に、ほこり、ごみびたまつ 
ている。 

1 


日 

1 



1 



1 

製品內部を掃購する。 

(10 ぺージ参照） 


お手入れ•保管 










































部品交換のしかた 


I 替えしん、が筒（ガラス)、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
I 部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談窓□一覧]までお問い合わせください。 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品（指定部品）を使用してください。 
純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない 
事故が発生ずるおそれがありまず。 



〇 


部品交換のときのを意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の頂目を守り、やけどやけびなどしないよう注意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

③乾電池は必ず電池ケースからはずしてくださし、。 

③手をけがしないよラに、手袋をはめてください。 

•不壳全な修理はを険です。お質上げの販売店か、（財）日本石ミ由燃焼機器巧守協会でおこなう技術管理講習会修了者 
(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめしまず。 


しんの交換のしかた 


トヨス!-ーブ純正適合しん 
トヨ耐熱しん第に日種 r 商品コード112已目907 


燃焼筒の交換のしかた 


しんの交換方法 • ま意内容は、 
耐熱しんに添付されている取 
扱説明書をお読みください。 


JIS 適合検査合格品はこのマークび 
貼ってあ0ます。マークのを彩は、 
白地にホインクで表示されています。 


摘台燃焼筒 I 商 n 口 n 〕ー ド11113106 I 燃焼筒の巧炎筒•が炎筒などび変おした場合や、か筒(ガラス)び割れた D した場合は、お買 
--上げの販売店、または別紙の i お客衡腺骚□一寅 1 までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6 ページ I 乾否池を！(りけける 1 を参照して、必ず 2 個とら市販の新しい乾電池〔単一形乾電池〕に交換してください。 

•お0はずしたちい乾電池は表示してある使用推巽期限巧は、電池能力が残っていれば他の製品に使用でをまずので、 
再利用されることをおすすめします。 


点乂 ヒーターの 交換のしかた 


■点火ヒーターの交換をずるとをは、必ず乾電池を電池ケースか5取りはずしてください< 
乾電池を入れたままおこないまずと、やけどをずることびあります。 

適を点火ヒーター ] 商品コード110271に（緑パック） 



油タンクと電池 
ケースから乾電 
池を、取り出し 
てください。 


「緊急消义ボタン J を 
押して、消火装置を作^;.：ん|。，1 
動させてか日、ガ-卜 
を開いて、燃焼筒をお乂:命 t 1 
り出してください。 



mpl 



〇 「しん調節つまみ」を 

W 引を抜いてください。 


点乂ヒーター位置の調節のしかた 



A 本体の両側面と背面にある 
1止めねじ （3 本）を、をに回 (Ww 
して取りはずしてくだごい。 

本体を前ちに傾けなび!5、 Wi：T 
ゆっくりと上方に持ち上げ / ioliiN 

て取りはずしてください。 

点火ヒーターを巧しつけながら回して取りはずしてください。 
^ 新しい点火ヒーターの0部をヒーターホルダーの 
角を通すよラに入れたら、押しつけなびら回して、 
点火ヒーターの凸部を、ヒ_ .V 
一夕ーホルダーの溝の凹部一一く i 
にはめ込んでください。 

•点火 ヒーターの フィラメントミ 
に、指を齡て変おさせな \ V 
ようにを意して<ださい。 、 jTjf \ ^ 

a 1〜4の逆の手順で本体を組み付けてから点火操作をして、 
W スムースに点火し、正常に燃兢することを確認してください。 


I 点火性能は点火ヒーターのフィラメントとしんの距離び！〜1石 mm のと 
きび最を点乂しやすくなります。上記 r な义ヒーターの交換のしかた 1 
の！〜4項を参照して、本体を取りはずし、点火アームにある突起をラ 
ジオペンチなどで巧げて距離を調節してください。 

調整後は、スムースに作動するか、確実に点火扉び閉まることを確認 
して <ださい。 （11 ベージ参照） 


点义ヒーター\\ 


フィラメント*^' 

編 



点义アームの巧起 
















廃棄ずるとを _ 

本ぺ—ジ拖營 期聞语 里 k をい畳量]の'!〜 S 項を参照して、油タンク、油受けざら内の巧油を旅を取り、輩池ケ 
ースから乾電池を取りはずして廃棄してください。 


仕様 


型式の呼 

び 

RS - 23 

型式の 

呼び 

RS -23 ^ 

種 

類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

が 口く*け 

高さ 

446 mm 


しん式-放射形 

のが、 J /女 

幅 

4吕 2 mm 

点火ち 

式 

電池点火[単一形乾電池2個.別売] 

、控 n '< 


奥行 

330 mm 

点火ヒータ 


商品コード11027112 

質 量 

約 6.4 k 吕 



品番1531003014 




普通筒しん 

使用燃 

料 

口油 （ J ! S 1 号） 


種 

鑛 

卜3耐熱しん第129種 

燃料消費量 

r 0.219 L/h 

しん 


内径 

6己 mm 

暖房出 

力 

2.2 已 kW 


寸法 

厚さ 

2.5 mm 

油タンク容 

量 

3.6 L 


吸上量 

13已％ 

t 燃焼継続時 

間 

約1日.己時間 

お 

を装置 

対震自動消火裳置(しん降下式）， 


•な油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（使いきる）ようにしてください。 

* 取りはずした乾輩池は表示してある使用推奨期限内は電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 


2 


3 

4 

5 


6 


8 


9 


油タンク内の灯油を抜き取る。 

ストープから油タンクを取り出し、市販の給油ポンプ(手動式）で、油夕 
ンク內のな油を抜き取ってくださし、。 

•ねずかに残った打油は、油タンクに給油ロロ金を取り巧け、油受けを本体の中か 
ら取り出して給油□口金に押し当て、油タンクを上下にゆずって抜いてください。 

油受けざ5巧のな油を巧き取る。 

13ぺージ ヒーターのな換のしかを ]の1〜4項を参照して本体を取りはずし、油受けを取 
0出してから、油受けざら巧の'な油を市販の給油ポンフ(手動式)で巧さおって<ださい。 

•油タンク、油受けざらに水やごみび残ったままな管すると、鐘や巧あきの原因になり 
ます。をれいな灯油ですすざ洗いをしてください。残った灯油は、布切れなどで吸い 
取って < ださい。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器の上に正しくのせてください。 
口油を旅いた油タンクを本イ本にセッ ト しまず。 

しんの手入れを 奇吝 r (か 島腐去ろ TJ _ ニン梦 ： T 

璋_常使用時にしんび下びらなくなったとをにを行ってくだごい， 


油をけ 



給ミ由ポンプ 


ミ舞 


しんの先端び固くなっているとさは、ラジオペンチな 
どで固い部分を軽くつぶしてからおこなってください。 

■巧麗自動消乂装置び自動でセットされないで、しんが下 
びってしまラ場合は、一旦、しん調節つまみを緊急消乂 
位置（消乂装置セット）▼印（グ）まで回してください。 

①通常の点义操作をして、正しく燃焼させてください。 

恐火力びかさくなったら、しんを一杯に上げて自然に消火ずるまで燃やしさってください f 
電池ケースか 5 乾電池を取りはずず。 f - お願い 




お願い 


•しんの手入れは、風びあたる場 
所ではおこなわないでくださし、。 
• しんの手入れ中はにおいびしま 
ずので、部屋の換気をおこなっ 
て < ださい。 


巧震自動消乂装置を作動させる。 

巧震自動消火装睛を作動ごは、しんを下げた状態にしてくださし、。 

点検、掃除をする。 

①10ページの [ HI 軍玄君をムをす星 J の項目にしたがって、点横、手入れ、掃蹄をおこなってください: 


•乾電池を取り付けたままお管す 
ると液漏れしてス i ブを腐食 
させることがあ0まず。 


⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいもの 
に交換してくださし、。 

③ストーブ本体の巧れは、めれた布でふいて落とし、乾いた布で水気を 
取0隙いて < ださい。 

収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気のかない攝所に保管してください。 

「取扱説明書」や r 保 詔書」を忘れずに大切に保管してくだごい。 


お願し、 


•高温を湿、直射日光の当たる場 
所には、保管しないでくださし、。 
緯び出たり、樹脂部品び変おす 
る原因になります。 

I 油タンクは灯油を巧き、本化に 
セットして巧管してくださし、。 


1ホ冨1^な期间促用しない塌〇^ 


お手入れ•保管 





アフターサービス 


保証について 


•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずのでお受け取りください。記載內容をご確認の 
ラえ大切に保管してください。 

★保証期間は、お買上げの日より]年間です。 

ぐ -お願い- S 

つざのよラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでごミ主意ください。 

(1) 蜜質口油や不純な油など、また打油政列の燃料を使用したための故障やま故。 

(2) ほこりやちれなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品政がのおのを使用した0、しんにタールが付着した0、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗部品（乾電池、しん）の故障。 

(日）この取扱説明書や、;主意書、ラベル類による指示、危険-普告-ミ主意-お願い事項が守られず、誤った使いちをされ 
た場合の故障や事故。 

•その他詳細な保証内容については、保証書の記載内容をご費ください。 

V ___ J 


修理を依頼ずるとを 


• 「故障.異常の見分けかたと処置方法」 （1 2ページ）に従って、お調べください。 

直らないとをは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ（自然通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び… RS -23 
硬お買上げ年月日 

® 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

⑤おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に隙しましては、な班書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
• 保証期間び過ぎてしでも、修理すれば使用できる場合口ま、ご希望 I こより有料で修理させていただきます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出お料などで梧成されています。 


補修用性能部品について 


* 石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、裝品の機能を維持するために必要な部品です。 


• 修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわか6ない場合は、お質上げの版売店、または、をよりの U ミ客福宿談窗、□一霞！ （別紙参照) 
までお問い合わせくださし、。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


广 

型 式 

RS -23 

お買上げ年月日 

年月日 

お買上げ店を 

V 

(電話番号） （ ) 一 
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